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千
葉
県
の
館
山
市
、鴨
川
市
、南
房
総
市
、鋸
南
町
の
４
市
町
が
策
定
し
た「
南
房

総
地
域
観
光
圏
整
備
実
施
計
画
」が
国
交
省
に
認
定
さ
れ
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
、

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
産
業
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
る
地
域
の
発
展
を
図
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
観
光
圏
整
備
で

広
域
エ
リ
ア
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、
４
市
町
の
観
光
魅
力
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

館山市 鴨川市
南房総市 鋸南町

整
備
計
画
は
、
「
家
族
時

間
の
旅
〜
里
海
・
里
山
が
織

り
な
す
『
南
房
総
・
交
流
街

道
』」と
し
た
。

計
画
期
間
は
０８
年
１０
月
１

日
か
ら
１３
年
３
月
３１
日
で
、

最
終
年
度
で
あ
る
１２
年
度
の

数
値
目
標
は
観
光
入
込
客
数

１
５
８
０
万
人
（
０７
年
度
１

２
１
５
万

人
）
、
宿
泊

客
数
２
８
０

万
人
泊
（
同

２
１
５
万
人

泊
）
と
す
る

ほ
か
、
宿
泊

も
伴
う
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
、
修
学
旅
行
生
を
年
間

３
３
０
校
・
３
万
７
４
０
０

人
（
同
２
３
２
校
・
２
万
７

５
９
７
人
）
誘
致
す
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
。

滞
在
促
進
地
区
の
区
域
に

つ
い
て
は
、
▽
鋸
南
▽
富
山

▽
富
浦
▽
館
山
▽
平
砂
浦
▽

白
浜
▽
千
倉
▽
和
田
▽
鴨
川

▽
天
津
小
湊

の
１０
地
区

を
設
定
。

こ
れ
ら
の
滞
在
促
進
地
区

は
、
大
型
の
旅
館
や
ホ
テ
ル

な
ど
が
集
積
し
て
い
る
も

の
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
プ
チ
ホ

テ
ル
な
ど
が
集
積
し
て
い
る

も
の
な
ど
様
々
。
地
域
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
特
性

を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、

南
房
総
全
体
と
し
て
滞
在
魅

力
ア
ッ
プ
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

全
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
は
家
族
旅
行
、
教
育
旅

行
、外
国
人
な
ど
を
挙
げ
る
。

「
ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り

込
ん
だ
誘
致

策
を
展
開

し
、
そ
こ
か

ら
徐
々
に
裾

野
を
広
げ
、

将
来
的
に
は

よ
り
広
い
観

光
客
特
性
に
も
対
応
で
き
る

観
光
地
を
目
指
す
、
と
い
う

段
階
的
な
展
開
が
有
効
」
と

し
て
い
る
。

目
標
実
現
の
た
め
、
�
宿

泊
魅
力
の
向
上
�
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
�
交
通
・
移

動
の
利
便
性
向
上
�
観
光
案

内
・
観
光
情
報
の
提
供

に
関
す
る
事
業
の
枠
組
み
を

設
定
し
、
具
体
的
な
方
策
を

講
じ
て
い
く
計
画
だ
。

１２年度目標

入
込
客
数
は
１５８０
万
人

宿
泊
客
数
２８０
万
人
泊

７月までの主なイベント
南房総市
２月 春先どり！花の富浦ハイキング（～３月３１日）

露地花畑ライトアップ（～３月中旬）
３月 第１９回南房総フラワーマーチ全国大会（７～８日）

ローズマリーと安馬谷里山ハイキング（２０日）
５月 庖丁式・高家神社（１５日）
７月 白浜海女まつり
鴨川市
２月 清澄寺節分会・大山不動節分会（３日）

誕生寺宗祖ご降誕会（１６日）
３月 西大黒天祭（６日）
４月 吉保八幡神社春市（２５日）
５月 大山不動尊火渡（第３日曜日）
６月 シーフェスタ２００９in KAMOGAWA（６～７日）
７月 鴨川納涼花火大会（３０日）
館山市
２月 東海汽船高速ジェット船季節運航開始

（５日～４月５日）
３月 平砂浦エコウォーク（２０～２２日）
４月 平砂浦ウォーキング（１２・１８日）
５月 たてやま海まちフェスタ２００９（３１日）
７月 ＯＷＳジャパンオープン２００９館山（１９日）

館山オープンウォータースイムレース（２０日）
鋸南町
３月 保田川頼朝桜竹灯籠まつり（７日）
４月 佐久間ダム湖桜まつり（５日）
６月 きょなんまちキス沖釣り大会
７月 行灯まつり

３
市
１
町
は
旅
行
会
社
に

対
し
、
南
房
総
観
光
圏
の
魅

力
を
次
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
団
体
客
を
念
頭
に
置

き
、
「
商
品
造
成
の
ヒ
ン
ト

に
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。▽

四
季
を
通
じ
て
花
が
咲

く
南
房
総
観
光
圏
、
特
に
１

〜
３
月
は
花
が
奇
麗
な
季
節

で
す▽

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
館
山

自
動
車
道
を
使
え
ば
首
都
圏

か
ら
２
時
間
ほ
ど
の
便
利
な

距
離
に
あ
り
、
田
舎
体
験
が

で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
数

多
く
あ
り
ま
す

▽
温
泉
も
豊
富
で
、
団
体

客
に
人
気
の
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
数
多
く
あ
り
ま
す

▽
海
水
浴
に
適
し
て
お

り
、
夏
は
外
房
も
内
房
も
家

族
客
で
賑
わ
い
ま
す

▽
秋
に
は
日
本
の
原
風
景

で
あ
る
祭
り
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す

▽
い
ず
れ
の
町
も
海
辺
の

景
観
が
奇
麗
で
、
冬
の
内
房

地
区
で
は
富
士
山
も
望
め
ま

す
▽
南
房
総
観
光
圏
は
１
年

中
賑
わ
い
の
あ
る
観
光
地
で

す
。
多
く
の
団
体
客
を
歓
迎

し
ま
す

「団体客大歓迎！」私
た
ち
の
南
房
総
の
観
光

を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
館
山
自

動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
首

都
圏
か
ら
９０
分
と
時
間
的
距

離
が
大
き
く
短
縮
さ
れ
た
こ

と
で
観
光
客
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
市
・
町
の
枠
を
と
り
、

さ
ら
な
る
観
光
客
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
高
め
る
た
め
に
昨
年

７
月
に
、
「
里
海
・
里
山
が

織
り
成
す
『
南
房
総
・
家
族

旅
行
の
旅
』」を
目
標
に
、
館

山
市
・
鴨
川
市
・
南
房
総
市

・
鋸
南
町
の
３
市
１
町
で
南

房
総
地
域
観
光
圏
整
備
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。ま

た
、
「
観
光
圏
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
と

新
た
に
観
光
庁
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
当
協
議
会

も
整
備
計
画
お
よ
び
整
備
実

施
計
画
を
作
り
、
全
国
１６
カ

所
の
う
ち
の
１
つ
、
千
葉
県

で
唯
一
の
観
光
圏
と
し
て
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
南
房
総
地
域

の
豊
か
な
自
然
・
物
産
・
人

を
は
じ
め
と
し
た
数
多
く
の

資
源
を
有
効
活
用
し
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
観
光
振
興

に
取
り
組
み
、
た
く
さ
ん
の

観
光
客
が
こ
の
地
域
を
訪

れ
、
気
持
ち
よ
く
滞
在
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指

し
、
国
の
協
力
を
得
な
が
ら

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

南
房
総
地
域
観
光
圏
整
備

推
進
協
議
会
会
長
・
館
山
市
長

金
丸
謙
一
氏

旅行会社に魅力訴え

寄

稿

千葉県唯一の観光圏
観光サービス向上を

http://www.minnami.com
http://www.mikazuki.co.jp
http://www.kamogawakan.co.jp
http://www.awa.or.jp/home/fphs
http://www.keisei.co.jp/group/nokogiri-mt
http://www.grandview-iwai.com
http://dourakuen.com
http://www.cm-boso.com
http://www.mboso-etoko.jp/top/michinoeki
http://www.avail-21.net/


旅
館
ホ
テ
ル
・
施
設
・
団
体 

３
ホ
テ
ル
共
同
企
画

郵
船
ト
ラ
ベ
ル
が
発
売

ゆ
の
く
に
天
祥

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

シ
テ
ィ
農
園
ホ
テ
ル
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鴨
川
館

南
房
総
鴨
川
温
泉
の
鴨
川

館
（
鴨
川
市
）
は
松
林
の
中

に
、
優
美
に
た
た
ず
む
数
寄

屋
造
り
の
旅
館
。

大
き
な
特
徴
は
浴
場
の
豊

富
さ
だ
。
殿
方
大
浴
場
「
安

房
の
八
景
の
湯
」
は
大
風
呂

の
ほ
か
、
箱
蒸
し
風
呂
、
寝

湯
、
露
天
ジ
ャ
グ
ジ
ー
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お

り
、
い
ろ
ん
な
温
泉
が
楽
し

め
る
。
婦
人
大
浴
場
「
白
糸

の
美
肌
湯
」
も
同
様
。
貸
切

家
族
風
呂
も
あ
る
。
ま
た
、

屋
上
の
癒
し
の
足
湯「
は
る

か
」は
雄
大
な
太
平
洋
を
一

望
で
き
、
気
分
も
爽
快
。

客
室
は
癒
し
作
用
の
あ

る
、
天
然
い
草
の
香
り
漂
う

和
室
で
、
潮
風
を
感
じ
な
が

ら
入
れ
る
露
天
風
呂
付
き
や

２
人
の
旅
行
に
ピ
ッ
タ
リ
の

和
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
デ
ザ

イ
ン
ル
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
。房

総
の
新
鮮
な
海
の
幸
は

も
ち
ろ
ん
、
山
里
の
素
材
も

ミ
ッ
ク
ス
し
、
地
産
地
消
に

こ
だ
わ
っ
た
料
理
が
味
わ
え

る
。

オ
ー
シ
ャ
ン

ヴ
ェ
ー
ル

平
砂
浦
地
区
で
ゴ
ル
フ
場

や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
ホ
テ
ル

な
ど
を
運
営
す
る
オ
ー
シ
ャ

ン
ヴ
ェ
ー
ル
リ
ゾ
ー
ト
。
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
事
業

展
開
で
集
客
に
努
め
る
。

熱
帯
植
物
園
・
動
物
園
の

千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
は

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
思
わ
せ
る
大

温
室
を
始
め
、
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
な
ど

ト
ロ
ピ
カ
ル
ム
ー
ド
が
い
っ

ぱ
い
。
ふ
れ
あ
い
動
物
広
場

で
は
ポ
ニ
ー
や
モ
ル
モ
ッ

ト
、
ウ
サ
ギ
な
ど
と
直
接
触

れ
合
え
、
子
供
た
ち
の
笑
顔

が
絶
え
な
い
。
入
園
料
は
大

人
８
０
０
円
、
中
学
生
４
０

０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
だ

が
、
団
体
割
引
も
あ
る
。
リ

ゾ
ー
ト
と
館
山
駅
に
は
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
。

選
べ
る
夕
食
プ
ラ
ン
と
太

平
洋
が
一
望
で
き
る
温
泉
が

人
気
の
館
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
と
い
こ
い
の
村
た
て
や

ま
。
１
泊
朝
食
プ
ラ
ン
、
マ

イ
カ
ー
限
定
春
プ
ラ
ン
、
ゴ

ル
フ
プ
ラ
ン
な
ど
充
実
し
た

宿
泊
プ
ラ
ン
が
あ
る
。
宿
泊

客
は
千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
と
館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
入
園
料
が
無
料
に
な
る
特

典
も
。南

房
総
道
楽
園

１
月
２７
日
、
南
房
総
に
新

し
い
観
光
施
設
「
南
房
総
道

楽
園
」
（
南
房
総
市
）
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。
「
食
べ
て
、

笑
っ
て
、
お
買
い
物
」
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
、
地
域
の
新
し

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注

目
を
集
め
そ
う
だ
。

場
所
は
南
房
総
の
基
点
と

な
る
富
浦
イ
ン
タ
ー
の
す
ぐ

側
。
生
鮮
市
場
「
魚
鷹
」
、

寿
司
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
山
傳

丸
」
、
物
産
館
「
カ
メ
リ

ア
」
な
ど
施
設
も
充
実
。
例

え
ば
山
傳
丸
に
は
団
体
が
利

用
で
き
る
個
室
（
４０
人
）
が

３
室
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
味

わ
え
る
の
が
ミ
ソ
。

見
ど
こ
ろ
は
何
と
い
っ
て

も
お
笑
い
劇
場
「
赤
尻
文
化

会
館
」だ
ろ
う
。赤
い
尻
と
い

え
ば
、
そ
う
お
猿
。
タ
レ
ン

ト
集
団「
房
総
モ
ン
キ
ー
ズ
」

と
、
そ
の
二
枚
看
板
で
あ
る

裕
次
郎
と
キ
ャ
サ
リ
ン
の
ス

テ
ー
ジ
は
子
供
ば
か
り
か
、

大
人
で
も
十
分
楽
し
め
る
。

入
場
料
は
大
人
２
千
円
、

子
供
１
５
０
０
円
。
団
体
料

金
（
２０
人
以
上
）
は
そ
れ
ぞ

れ
１
８
０
０
円
、
１
３
５
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

安
房
道
の
駅連

絡
会

南
房
総
の
１０
カ
所
の
道
の

駅
で
組
織
す
る
安
房
道
の
駅

連
絡
会
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
と
連
携
し
て
市
原
Ｓ

Ａ
と
海
ほ
た
る
Ｐ
Ａ
を
加

え
、
好
評
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

「
ぐ
る
ぐ
る
っ
と
巡
る
南
房

総
道
の
駅
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
２

０
０
９
」
を
発
行
し
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
。

「
期
間
中
、
３
個
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
れ
ば
各
道
の
駅

で
お
得
な
特
典
で
迎
え
ま

す
」
と
言
う
。
さ
ら
に
、
１１

個
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
応
募
す
る
と
、
素
敵
な

特
産
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス

も
あ
る
。

富
楽
里
と
み
や
ま
、
と
み

う
ら
枇
杷
倶
楽
部
、
お
お
つ

の
里
花
倶
楽
部
、
三
芳
村
鄙

の
里
、
ち
く
ら
潮
風
王
国
、

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
の
６
カ

所
の
道
の
駅
で
は
、
土
・
日

・
祝
日
限
定
で
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
４
ケ
タ
の
数
字
を
足
し

て
各
道
の
駅
で
設
定
し
て
い

る
数
字
に
合
え
ば
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
る
「
ぐ
る
ぐ
る

っ
と
ナ
ン
バ
ー
ズ
」
も
開
催

し
て
い
る
。

南
房
総
温
泉
郷

見
渡
す
限
り
の
碧
海
や
碧

豊
か
な
里
山
、
地
元
で
と
れ

る
旬
の
幸
、
そ
し
て
様
々
な

温
泉
が
一
度
に
楽
し
め
る
南

房
総
温
泉
郷
。
房
総
半
島
最

南
端
に
位
置
す
る
白
浜
温
泉

は
、
太
平
洋
は
も
ち
ろ
ん
、

晴
れ
た
日
に
は
遠
く
伊
豆
七

島
ま
で
一
望
で
き
る
。

漁
師
町
の
風
情
漂
う
千
倉

温
泉
は
歴
史
あ
る
古
湯
で
、

美
肌
の
湯
と
し
て
も
知
ら
れ

る
ほ
か
、
海
越
し
に
富
士
山

を
望
む
岩
井
に
も
こ
だ
わ
り

の
温
泉
が
あ
る
。

絶
景
自
慢
の
露
天
風
呂
、

温
泉
や
眺
望
を
独
り
占
め
で

き
る
貸
し
切
り
風
呂
、
敷
地

内
よ
り
湧
出
す
る
自
家
源
泉

な
ど
、
湯
の
ぬ
く
も
り
に
心

か
ら
侵
れ
る
湯
宿
が
勢
ぞ
ろ

い
。季

節
の
花
々
に
彩
ら
れ
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
温

泉
リ
ゾ
ー
ト
・
南
房
総
で
、

湯
め
ぐ
り
、
湯
く
ら
べ
を
ゆ

っ
た
り
と
、
ゆ
っ
く
り
と
堪

能
し
て
ほ
し
い
。

殿
方
大
浴
場
の
桶
風
呂

鴨
川
ホ
テ
ル

三
日
月

鴨
川
ホ
テ
ル
三
日
月
（
鴨

川
市
）
の
人
気
は
何
と
い
っ

て
も
時
価
１
億
２
千
万
円
と

い
う
金
無
垢
の
「
黄
金
風

呂
」
。
開
運
、
金
運
、
昇
運

を
も
た
ら
し
、
お
ま
け
に
入

浴
無
料
と
あ
っ
て
、
希
望
者

は
後
を
絶
た
な
い
。

楽
し
み
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
３５
�
の
最
上
階
に
設

け
た
「
天
の
川
」
は
全
長
１

５
０
�
、
広
さ
千
畳
敷
と
い

う
規
模
。
太
平
洋
を
眺
め
な

が
ら
の
入
浴
は
ま
た
格
別
。

２６
種
の
湯
巡
り
が
で
き
、
温

泉
好
き
に
は
こ
た
え
ら
れ
な

い
充
実
ぶ
り
だ
。

黒
潮
洗
う
南
房
総
は
魚
介

類
の
宝
庫
で
も
あ
る
。タ
イ
、

ア
ワ
ビ
、
伊
勢
エ
ビ
は
も
ち

ろ
ん
、
漁
師
町
で
し
か
味
わ

え
な
い
地
の
魚
な
ど
新
鮮
な

海
の
幸
が
味
わ
え
る
の
も
魅

力
。
子
供
連
れ
に
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
イ
キ
ン
グ
プ
ラ
ン
が

お
勧
め
。
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ

ン
で
で
き
た
て
が
味
わ
え

る
。
寿
司
、
刺
身
、
ス
テ
ー

キ
、
中
華
な
ど
好
み
に
よ
っ

て
選
べ
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
リ
ョ

ケ
ン
は
４
月
１４
、
１５
の
両

日
、石
川
県
山
代
温
泉
の「
ゆ

の
く
に
天
祥
」
で
今
年
１
回

目
、通
算
１
４
２
回
目
の「
旅

館
大
学
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
く
。

ゆ
の
く
に
天
祥
の
「
品
質
重

視
の
経
営
へ
の
取
り
組
み
」

を
同
館
の
新
滝
英
樹
専
務
、

新
滝
有
紀
子
業
務
室
長
が
講

演
。
「
ま
だ
ま
だ
あ
る
ぞ
！

販
売
対
策
５０
の
方
法
」
と

題
し
て
リ
ョ
ケ
ン
研
究
員
ら

が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
。

ゆ
の
く
に
天
祥
は
客
室
１

４
０
室
、
定
員
収
容
７
０
０

人
の
大
型
旅
館
。
施
設
商
品

の
整
備
を
毎
年
継
続
的
に
行

い
、
昨
年
６
月
に
は
「
天
祥

の
館
」
を
全
面
改
装
。
高
質

客
室
フ
ロ
ア
「
然
Ｚ
ｅ
ｎ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
今

年
３
月
に
は
小
宴
会
場
を

「
天
祥
の
館
」
専
用
の
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
。セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
同
館
が

行
っ
て
き
た
施
設
の
整
備
事

例
を
紹
介
。
ま
た
財
務
や
サ

ー
ビ
ス
面
で
の
品
質
向
上
に

も
言
及
す
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
「
客
単
価
を
高
め
る

５
つ
の
取
り
組
み
」
「
販
売

管
理
、
や
る
べ
き
６
つ
の
施

策
」
「
お
客
さ
ま
を
囲
い
込

む
１０
の
作
戦
」
な
ど
８
つ
の

視
点
か
ら
、
販
売
対
策
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
５０
の
方
法
を
伝

授
す
る
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
、

幹
部
社
員
な
ど
を
対
象
に
受

講
者
を
募
集
し
て
い
る
。
申

し
込
み
は
４
月
１０
日
ま
で
に

リ
ョ
ケ
ン
（
�
０
５
５
７
・

８３
・
２
１
２
０
）
。

岐
阜
県
羽
島
市
の
旅
荘
明
日
香

は
、
地
元
の
小
・
中
学
校
の
「
通
学

合
宿
」
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
合
宿

場
所
の
提
供
で
、

地
元
の
小
・
中
学
生
の
教
育
に
貢
献

し
て
い
る
。

通
学
合
宿
は
、
児
童
・
生
徒
と
教

師
が
１
学
級
ず
つ
学
校
か
ら
旅
館
に

�
帰
宅
�し
、
と
も
に
食
事
や
入
浴
、

勉
強
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
交
流
、
宿
泊
を

し
、
翌
朝
通
学
す
る
と
い
う
同
市
の

制
度
。
中
学
校
は
１
年
生
が
１
〜
２

泊
、
小
学
校
は
特
別
支
援
学
級
が
１

泊
で
行
っ
て
い
る
。「
近
頃
、
子
ど
も

た
ち
が
学
校
の
先
生
や
友
達
と
一
緒

に
過
ご
す
時
間
や
場
所
が
少
な
く
な

っ
た
」
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
だ
。

「
小
規
模
な
私
ど
も
の
旅
館
は
、

お
客
さ
ま
は
家
族
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」と
同
館
。「
布
団
の
敷
き
方
、

履
物
の
並
べ
方
、
食
事
の
マ
ナ
ー
な

ど
、
大
き
な
家
族
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
指
示
を
し
、
一
緒
に
生
活
を
し

て
お
り
ま
す
」
。

夏
季
は
付
近
の
市
民
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
合

宿
場
所
と
し
て
も
提
供
。
畳
を
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
の
少
な
い
樹
脂
畳
に
変
え

た
り
、
地
元
産
の
コ
メ「
ハ
ツ
シ
モ
」

を
そ
の
都
度
精
米
し
て
提
供
、
野
菜

や
果
物
も
で
き
る
だ
け
地
元
産
を
出

す
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
子
ど
も

た
ち
の
健
康
に
配

慮
し
て
い
る
。

「
天
祥
」の
経
営
学
ぶ

�

リ
ョ
ケ
ン

４
月
に「
大
学
セ
ミ
ナ
ー
」

大
家
族
と
わ
が
町

黄
金
風
呂

こ
の
欄
は
全
国
旅
館
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
主
催
の
第
１１
回
「
人

に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞
」（
厚

生
労
働
省
後
援
）に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

各
賞
を
受
賞
し
た
、
す
べ
て
の
人
に

優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
旅
館

・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

旅

荘

明

日

香

１００
万
本
の
ポ
ピ
ー
畑

鋸
山ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー

奇
岩
・
名
称
の
地
で
知
ら

れ
る
鋸
山
（
富
津
市
、
海
抜

３
２
９
�
）
は
南
房
総
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

岩
肌
が
鋸
の
歯
の
よ
う
に
鋭

い
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い

た
。
年
間
約
８０
万
人
の
観
光

客
が
訪
れ
る
場
所
だ
。

鋸
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
が
運

営
す
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗

る
こ
と
約
４
分
。
山
頂
展
望

台
か
ら
の
眺
め
は
３
６
０
度

ぐ
る
っ
と
一
周
大
パ
ノ
ラ
マ

だ
。
遠
く
に
は
富
士
山
、
天

城
山
、
伊
豆
大
島
、
近
く
に

は
三
浦
半
島
、
横
浜
の
高
層

ビ
ル
群
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
ま
さ
し
く
絶
景
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
料
金
は

大
人
で
往
復
９
０
０
円
、
小

児
４
５
０
円
。
大
人
普
通
団

体
（
２５
人
以
上
）
は
８
１
０

円
、
学
生
団
体
（
同
）
７
２

０
円
。

営
業
時
間
は
２
月
１６
日
〜

１１
月
１５
日
が
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
、
１１
月
１６
日
〜
２

月
１５
日
が
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
。
５
〜
１５
分
間
隔
で

運
転
さ
れ
る
。

み
ん
な
み
の
里

鴨
川
市
の
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル「
み
ん
な
み
の
里
」。

嶺
岡
山
の
麓
に
位
置
し
、
郷

土
の
文
化
や
地
域
の
産
品
を

紹
介
し
た
り
、
農
業
体
験
を

通
し
て
都
市
住
民
と
の
交
流

を
図
る
な
ど
、
地
域
情
報
の

発
信
基
地
で
あ
る
。

農
産
物
産
直
所
、
郷
土
料

理
レ
ス
ト
ラ
ン
、
物
産
館
、

足
湯
、
体
験
教
室
な
ど
様
々

な
施
設
が
あ
り
、
１
日
い
て

も
飽
き
な
い
。
体
験
メ
ニ
ュ

ー
は
陶
芸
、
草
木
染
め
、
万

祝
い
染
め
、
太
巻
き
祭
り
寿

し
、
竹
細
工
な
ど
数
多
く
、

選
ぶ
の
に
悩
む
ほ
ど
だ
。

地
方
自
治
法
施
行
６０
周
年

記
念
総
務
大
臣
表
彰
の
受

賞
、
事
務
局
長
の
「
地
産
地

消
の
仕
事
人
」選
定
の
ほ
か
、

農
林
水
産
省
主
催
の
「
地
産

地
消
給
食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
里
山
セ
ッ
ト
が
外
食
・
弁

当
部
門
で
大
臣
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

鋸
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

（
努
力
賞
）

京
阪
神
の
有
名

社
寺
を
巡
る

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

（
京
都
市
中
京
区
）
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
神
戸
市

中
央
区
）
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
（
大
阪
市
北
区
）

の
３
ホ
テ
ル
初
の
共
同
企
画

と
し
て
、
「
神
仏
霊
場
を
訪

ね
て
〜
各
社
古
刹
を
巡
る

〜
」
が
郵
船
ト
ラ
ベ
ル
か
ら

発
売
さ
れ
る
。
監
修
は
廣
川

勝
美
・
神
仏
霊
場
会
組
織
委

員
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教

授
）
。

３
月
１１
日
か
ら
１４
日
ま
で

の
４
日
間
、
京
都
、
大
阪
、

神
戸
の
有
名
な
寺
社
を
高
位

な
宮
司
に
よ
る
講
話
や
拝
殿

で
の
正
式
参
拝
、
案
内
付
き

の
特
別
拝
観
な
ど
普
段
体
験

で
き
な
い
内
容
と
京
阪
神
の

老
舗
３
ホ
テ
ル
の
宿
泊
を
組

み
合
わ
せ
た
旅
行
商
品
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
下
鴨

神
社
や
四
天
王
寺
、
生
田
神

社
な
ど
京
都
、
大
阪
、
神
戸

の
有
名
な
８
つ
の
社
寺
を
訪

れ
る
。

「
神
仏
霊
場
会
」
は
、
神

仏
を
一
緒
に
崇
拝
す
る
信
仰

「
神
仏
習
合
」
の
復
興
を
目

指
す
た
め
に
０８
年
３
月
に
発

足
。料

金
は
１
人
料
金
で
、
デ

ラ
ッ
ク
ス
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
利

用
（
１
室
２
人
）
２９
万
円
。

シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
利
用
（
１

室
１
人
）
３６
万
円
。
旅
行
代

金
に
は
、
宿
泊
３
泊
分
、
食

事（
朝
食
３
回
、
昼
食
３
回
、

夕
食
３
回
）
、
各
社
寺
へ
の

初
聴
料
、
拝
観
料
、
行
程
内

の
タ
ク
シ
ー
料
金
、
神
仏
霊

場
参
拝
の
道
公
式
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
添
乗
員
費
用
、
税
金
、

サ
ー
ビ
ス
料
が
含
ま
れ
る
。

鳥
取
県
の
三
朝
温
泉
旅
館

協
同
組
合
は
１０
日
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
広
島
駅
と
三
朝
温
泉
間
を

結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運
行
を
始

め
た
。県
内
に
あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

Ｋ
Ｎ
Ｔ
、
日
本
旅
行
の
支
店

で
旅
館
の
宿
泊
予
約
を
し
た

人
が
対
象
と
な
る
。

運
行
期
間
は
３
月
１
日
ま

で
。
定
員
４０
人（
先
着
順
）。

料
金
は
往
復
で
２
３
０
０
円

だ
が
、
大
人
も
子
供
も
同
一

料
金
と
な
る
。
所
要
時
間
は

約
４
時
間
。

ま
た
、
宿
泊
客
に
ス
ピ
ー

ド
ク
ジ
を
引
い
て
も
ら
い
、

当
た
り
が
出
れ
ば
そ
の
場
で

温
泉
水
を
原
料
と
す
る
化
粧

水
「
三
朝
み
す
と
」（
８０
�
、

１
０
５
０
円
）
１
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
新
春
お
年
玉

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
実
施
し

て
い
る
。

広
島
駅
へ
直
行
バ
ス

三

朝

温

泉

旅
館
協
同
組
合

３
月
１
日
ま
で
運
行

赤
尻
文
化
会
館

グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー

岩
井

ア
ル
フ
ァ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
が
運
営
す
る
グ
ラ
ン

ビ
ュ
ー
岩
井
（
南
房
総
市
）

は
、
岩
井
海
岸
に
ひ
と
き
わ

そ
び
え
立
つ
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
ホ
テ
ル
。

�
客
室
へ
の
持
ち
込
み
は

自
由
で
、
食
材
セ
ッ
ト
が
一

式
用
意
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
（
有
料
）
�
料
金
も
通

常
の
宿
泊
施
設
に
比
べ
て
割

安

が
特
徴
。
宿
泊
者
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視
し
ス

タ
ッ
フ
が
部
屋
に
来
る
こ
と

は
な
い
。
従
っ
て
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
と
な
る
が
「
滞
在
中

は
で
き
る
限
り
の
お
手
伝
い

は
す
る
」
と
し
て
い
る
。

海
が
近
い
と
あ
っ
て
新
鮮

な
魚
介
類
が
食
べ
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
１
人
に
１
尾
の
伊

勢
エ
ビ
が
入
る
「
ス
ペ
シ
ャ

ル
海
鮮
鍋
＆
新
鮮
舟
盛
り
付

き
」
は
朝
食
、
モ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ヒ
ー
が
付
い
て
、
１
泊

９
３
０
０
円
か
ら
（
４
人
１

室
利
用
）
。

自
分
の
都
合
を
最
優
先
で

き
る
と
あ
っ
て
、
家
族
や
カ

ッ
プ
ル
な
ど
が
別
荘
気
分
で

利
用
で
き
る
の
が
嬉
し
い
。

海
ほ
た
る

高
速
道フ

リ
ー
パ
ス

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
関
東

支
社
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
を
対

象
に
し
た
お
得
な
フ
リ
ー
パ

ス
「
ド
ラ
割
南
房
総
２
ｄ
ａ

ｙ
ｓ
」
を
発
売
。
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
、

川
崎
側
の
浮
島
Ｉ
Ｃ
・
Ｊ
Ｃ

Ｔ
と
、
周
遊
エ
リ
ア
で
あ
る

千
葉
県
の
南
房
総
地
域
と
の

往
復
通
行
分
に
加
え
て
、
周

遊
エ
リ
ア
内
の
高
速
道
が
何

度
で
も
乗
り
降
り
自
由
と
な

る
。通

行
料
割
引
以
外
で
も
、

観
光
施
設
の
優
待
割
引
や
県

の
名
産
品
な
ど
が
当
た
る
特

典
が
付
い
て
い
る
。

利
用
期
間
は
３
月
３０
日
ま

で
の
金
〜
月
曜
日
、
２
月
１０

〜
１２
日
、３
月
１９
日
の
う
ち
、

連
続
す
る
最
大
２
日
間
。
価

格
は
普
通
車
４
８
０
０
円
、

軽
自
動
車
な
ど
が
３
８
０
０

円
。利

用
開
始
の
前
日
ま
で
に

同
社
の
Ｈ
Ｐ
「
ド
ラ
ぷ
ら
」

か
ら
申
し
込
む
。
携
帯
サ
イ

ト
か
ら
も
Ｏ
Ｋ
。

い
ち
ご
狩
り

夏
季
限
定
な
ど

各
種
プ
ラ
ン
設
定

ゆ
の
く
に
天
祥
（
石
川
県

山
代
温
泉
）
は
４
月
１
日
か

ら
９
月
３０
日
ま
で
、
宿
泊
と

日
帰
り
の
各
プ
ラ
ン
を
設
定

す
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
天
祥
の
館
」
に
宿
泊
す
る

プ
ラ
ン
や
夏
季
限
定
プ
ラ
ン

な
ど
。

天
祥
の
館
宿
泊
プ
ラ
ン

は
、
約
７７
〜
９０
平
方
�
の
ゆ

と
り
を
持
っ
た
同
館
標
準
客

室
に
宿
泊
。
石
川
県
の
郷
土

料
理
が
付
い
た
「
天
祥
膳
」

付
き
、
１
泊
２
食
で
１
万
５

５
０
０
円
か
ら
。
昨
年
オ
ー

プ
ン
し
た
特
別
フ
ロ
ア
「
然

Ｚ
ｅ
ｎ
」
や
貴
賓
室
に
宿
泊

す
る
プ
ラ
ン
も
あ
る
。

夏
季
は
１
日
３０
人
限
定

で
、
料
理
を
１
品
サ
ー
ビ
ス

す
る
プ
ラ
ン
を
設
定
。
あ
わ

び
を
約
２
個
半
使
っ
た
「
あ

わ
び
会
席
」
に
加
え
、
「
か

ぶ
と
煮
」
ま
た
は
「
塩
焼
」

か
ら
１
品
を
選
べ
る
。

日
帰
り
プ
ラ
ン
は
入
浴
付

き
昼
食
プ
ラ
ン
な
ど
。
ひ
と

り
４
２
０
０
円
か
ら
１
万
５

０
０
円
ま
で
５
コ
ー
ス
を
そ

ろ
え
る
。
こ
の
ほ
か
秋
季
限

定
の
松
茸
会
席
コ
ー
ス
や
子

ど
も
向
け
コ
ー
ス
が
あ
る
。

宿
泊
・
日
帰
り
の

イ
チ
ゴ
狩
り
プ
ラ
ン

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
シ

テ
ィ
農
園
ホ
テ
ル
（
埼
玉
県

秩
父
市
）は
２
月
２８
日
ま
で
、

イ
チ
ゴ
狩
り
の
日
帰
り
、
宿

泊
プ
ラ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

宿
泊
は
１
日
１０
組
限
定
で
平

日
８
４
０
０
円
、
休
前
日
９

４
５
０
円
。
温
泉
入
浴
、
自

然
食
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
付
き

の
日
帰
り
は
１
日
２０
組
限
定

で
平
日
３
１
５
０
円
、
休
前

日
と
休
日
３
３
６
０
円
。

直
営
農
場
を
持
つ
同
ホ
テ

ル
は
、
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
環
境
に
優
し
い
取
り
組

み
を
行
い
、
環
境
体
験
学
習

の
受
け
入
れ
も
進
め
て
い

る
。

「然Ｚｅｎ」スイート客室

菜
の
花
畑
と
枇
杷
倶
楽
部

抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

屋
号
の
由
来
は
。

「
淡
水
と
海
水
が
入
り

混
じ
っ
た
汽
水
湖
、
能
取

湖
畔
の
宿
で
、
目
の
前
が

日
本
一
と
言
わ
れ
る
サ
ン

ゴ
草
の
群
生
地
で
す
。
８

月
後
半
か
ら
９
月
い
っ
ぱ

い
ぐ
ら
い
に
か
け
て
、
赤

く
染
ま
っ
た
サ
ン
ゴ
草
の

美
し
い
光
景
が
広
が
り
ま

す
。
今
の
屋
号
は
２
０
０

６
年
の
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
際
に
付
け
た
も
の

で
、『
か
が
り
』は
、旅
人
の

道
を
照
ら
す
灯
と
な
る
よ

う
な
宿
で
あ
り
た
い
と
の

思
い
を
込
め
ま
し
た
」

施
設
は
。

「
ど
こ
か
懐
か
し
い
古

民
家
の
雰
囲
気
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
い
ま
す
が
、

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
て
客
室
に
は
ベ
ッ
ド

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、
露

天
風
呂
付
き
の

客
室
も
２
室
設

置
し
ま
し
た
」

�
�
自
慢
の

料
理
は
。

「
食
材
の
源

は
、
な
ん
と
言

っ
て
も
能
取
湖

で
す
。
そ
こ
で

獲
れ
る
ホ
タ
テ

や
北
海
シ
マ
エ

ビ
、
カ
レ
イ
、

コ
マ
イ
な
ど
新

鮮
な
魚
貝
類
を

使
い
、
家
族
総
出
で
料
理

し
て
い
ま
す
。
甘
み
が
あ

っ
て
人
気
の
キ
ュ
ウ
リ
ウ

オ
は
、
酢
で
し
め
て
刺
身

に
し
て
出
し
ま
す
。
焼
い

た
石
を
入
れ
る
味
噌
仕
立

て
の
汁
、
わ
っ
ぱ
汁
も
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
ま
し

た
」

客
層
は
。

「
道
内
客
が
多
い
の
で

す
が
、
全
国
各
地
か
ら
お

見
え
に
な
り
ま
す
。
外
国

人
の
宿
泊
客
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
台
湾
や
香

港
の
個
人
客
が
泊
ま
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
冬
は
流
氷
の
シ
ー
ズ
ン

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
砕
氷
船
『
お
ー
ろ
ら

号
』
の
流
氷
観
光
は
外
国

人
旅
行
者
に
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
」

経
営
の
課
題
は
。

「
ど
の
よ
う
に
地
域
の

魅
力
を
生
か
し
、
特
色
の

あ
る
宿
づ
く
り
を
す
る
か

が
課
題
で
す
ね
。
宿
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
予

約
も
も
う
少
し
伸
ば
し
て

い
き
た
い
。
厳
し
い
時
代

で
す
か
ら
、
宿
泊
客
だ
け

で
は
な
く
、
地
元
の
宴
会

客
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
」【

２７
室
、
１
泊
２
食
付

き
８
千
円
〜
２
万
円
】

さ
ん
ご
草
の
郷

能

取

の

荘
か
が
り
屋（
北
海
道

網
走
市

）

Ｑ
＆
Ａ 松

下

伸

次
さ

ん

能取湖の魅力生かす

５２２

http://www.nihon-kankou.or.jp/home/index.html
http://www.spa.or.jp

